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ジアの国際秩序に影をおとすこととなった（マクマン 2010，細谷 1984）。 
このようなアメリカが主導した冷戦の論理に基づく国際秩序の形成に対
して，それとは異なった理念に基づく国際秩序を中国やインドが提唱した。
それが「非同盟」運動であり，その中心にいたのは 1954 年 6 月に「平和五
原則」を共同発表した中国の周恩来首相とインドのネルー首相だった。翌































































図 10-5 ARF 参加国と地域（2006） 







































図 10-6 ASEAN MAP 
間枠組みであり，26 カ国と EU（2010 年の参加国と機関）の外相級の閣僚が
集う閣僚会合を，年に一度開催している。 
ASEAN 地域フォーラムが過去 15 年以上にわたって東アジアの安全保障
について話し合う場を参加国に提供してきたことは，画期的なことである。 
いくつかの多国間の枠組みを使って ASEAN は東アジア外交関係の拡大
をさらに進めた。1994 年に ASEAN 地域フォーラムを発足させた後 ASEAN 
は，1996 年に初のアジア欧州首脳会議（ASEM）を開催した（2010 年 10 月
には第 8 回目となる会議が開催された）。ASEAN に中国，韓国，日本を加
えた「ASEAN＋3」の首脳会議と外相レベルの協議を 1997 年から始めた
（Shulong 2007）。ASEAN＋3 にオーストラリア，ニュージーランド，イン
ドを加えた東アジアサミットが 2005 年 12 月に初めて開催され，2010 年
10 月には第 5 回目の会合を開いた。2011 年以降に開催が予定されている
次回の東アジアサミットからはアメリカとロシアが新たに参加することが
決まっている。 
ASEAN は ASEAN 自身をも拡大させ発展させていった。1995 年以降 1999
年までに，ヴェトナム，ラオス，ミャンマー，カンボジアが ASEAN に加盟
し，東南アジア地域の 10 カ国（ASEAN10）が ASEAN の加盟国となった（た
だし 2002 年にインドネシアから分離独立した東チモールは ASEAN に未加




2007 年に設立 40 周年を迎えた
ASEAN は，それを記念して全
加盟国が「ASEAN 憲章」に署
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することによって，Kang と Friedberg それぞれの議論の位相がより一層
明らかとなる。 
